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1.施設の簡易防災診断の龍置づけと経緯

本コンソシアムで検討している企業防災力向上を目的とした各種診断(ツール)を表 1に示す。全体として

はヒト・モノ・カネを軸とした企業防災力を対象とするが、そのなかでも施設に関わる部分については、他の部

分よりも詳細に取り扱うツールを提供する。またこれらの診断ツールは、利用者(企業)と費用の関係から、非

会員企業に対して無償で提供するもの、会員企業に対して年会費のみで提供するもの、会員企業に対して年会費

とは別途に有償で提供するもの、の三つに分かれる。この枠組みの中で施設の簡易防災診断チェツクシートは、

施設・建物に関して Ai-SYSTEM会員企業に年会費のみで提供されるツールに該当する。会員企業は会員専用ペ

ージから本チェツクシートそダウンロードできる。

表 1 施設の簡易防災診断チェツクシートの位置づけ

利用者 非会員企業 会員企業 会員企業

費用 無償 年会費のみ 有償

企業防 企業防災カルテ簡易版 企業防災カルテ詳細版
防災対策コンサルティング

災力 (Ai-SYTEM公開ページ) (Ai-SYTEM会員ページ)

施設の 施設の簡易防災診断 耐震診断(専門家のヒアリング・現地調査

防災 仏i-SYTEM会員ベ}ジ) による)

本コンソシアムでは、生産施設に対する簡易防災診断を、モデ、ル企業に対して平成 17年度、平成 18年度と

二回行ってきた。この経験そ踏まえ、平成 19年度は施設の簡易防災診断チェツクシートの開発を進めた。その

過程で、試作段階のチェツクシートを会員企業の一部に提示し、得られた意見を踏まえて見直しを行った。平成

20年度はチェツクシート上での評価・診断結果出力を自動化するためのシステム開発を行った。

2.施設の簡易防災診断チェツクシートの概要

この簡易建物診断は、該当建物の耐震性ならびに事業継続性の簡易な評価を行うこと、またその結果に基づき、

詳細な耐震診断(日本建築防災協会の2次または 3次診断)や地震防災診断(非構造部材設備等の耐震性)を行

う必要があるかどうかの判断や、被害の可能性に関するコメントを提供することを目的としている。

調査は、ある程度当該建物に関する知識を有する「施設(管理)担当者」が目視で行うものと想定している。

簡易な診断であることから、定量的な評価は行わず、各項目について、該当するかしないかの 2者択一で行う。

従って該当するところが l箇所でもあれば該当ありと判断する。当該建物に調査項目に該当するものがない場合、

または該当項目があっても調査ができない場合、または該当項目があるかどうか不明な場合は、その項目を調査

の対象からはずして評価を行うことができる。

調査項目は、①立地、②構造、③仕上げ材(天井、壁、床等)、④家具ー什器、⑤建築設備、⑥生産設備、の

6つの種別に分類される(図 1)。調査項目には、専門的な用語も含まれ、またその判断に迷う場合もあると思

われるため、専門用語の解説(図 2) と調査項目の説明図、写真等(図 3)を用意している。マイクロソフトー

エクセル上で調査結果を入力し、チェツクシートの右上の「診断実施」ボタンをクリックすると、自動的に評価

結果が表示される(図 4)。評価はまず6つの種別ごとに、「優れている」、「普通」、「劣る」の 3段階で評価し、

さらに総合評価として、 A、A一、 B、Cの4段階で評価する。評価結果は、 6つの種別と総合の評価結果を表

の形で示し、発生の恐れがある被害をコメントとして付与する。また、 6つの種別の評価結果をレーダーチャー

トで示す。
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簡易防災診断チェツクシート

童盟査畳 000工場 一塑空旦」
調杏日 2009年2月20日

調査者 0000 

.." .. 岨ヰリ-"唱ーー"、日戸、 - μ伊戸、ーー・--~ ....... __. .......-O'~ W~.~匡司~ I r" ... 同 日間_._司、'

種別 調査対象 有無 調査項目 評価 備考
地盤 必須 埋立地、傾斜地に建てられている レ該当する

①立地
水はけが悪い ×該当しない

洪水 z浸水 必須 近くに)1[が流れており、しっかりした堤防がない レ該当する

洪水町浸水が過去にあった レ該当する

各構造共通 必須 竣工後九増改築が行われている ×該当しない

吹き扱けがある ×該当しない

ピロT王があ盈 ×該当しない

鉄骨造 有り 確認申請が1981年6月以前である(旧耐震建物) レ該当する

②構造 鉄骨に顕著な錆が発生している ×該当しない

鉄筋コンクリート造 無し 確認申請が1981年6月以別である(旧耐震建物) 一評価対象外

(鉄骨鉄筋コンヴリート造) 確認申請が1971年以別である(柱の耐震性が劣る) 一評価対象外

床l、顕者なひび割れが見られたり、たわんでいる(土聞を除く) 評価対象外

柱、梁、壁等に顕著なひび割れが見られる 一評価対象外

五丞去是 有り 玄差に握色止め盈強が無 レ該当する

(500m以上の大空間のみ) 玄差盤邑まが150cm査超互てい墨のb2主主握弘止め誼が無い つ調査不能

シスTム天井 無し 玉韮に益弘止め盤強が無 評価対象外

芸韮憧晶主が150cm査超えてい晶のに詰 7k主盤ι止め誼が年い 一評価対象外

フリ z'2セスフロZ 無し 耐震仕様でない(仕様確認) 一評価対象外

(電算室開クリーンル ム) フロアパネルが緊結されていない 一評価対象外

皇Z式国仕切壁 有り 閏位包営部会の去丑品、と~握ι止めが往い レ該当する

③仕上げ材
間仕切壁に変形、ひび割れ等があり、壁面が不揃いになっている ×該当しない

窓(ガフス) 有り 普遥ti.2スで.lii滋堕止フ玉jレムが主い{盛め君主」認の場合] つ調査不能

ス壬ール製の控主主であ晶i璽iじパ工] レ該当する

エ空スパン~ヨン2.ョ玉ン七 無し エウスパンションジョイント金物が損傷している 一評価対象外

エヴスパンションジョイント部を配管が貫通している 一評価対象外

A凶ぷ主11: 無し 部材にひび割れが発生している 一評価対象外

パ~ル菌が歪ヨË2いで直径に立り出」ていゑと;3があ晶 一評価対象外

宣こfル・左官盤法 有り L土L正副主主てい5>と;3があ レ該当する

j垂主主主主~蓋があ盈 ?調査不能

戸棚圃書棚類 有り ZI量重担査していてa直査がつをが込ていをい ?調査不能

底b雪l、盟主主色てい主レ レ該当する

避難通路に避難の妨げとなるような家具圃什器が設置されている ×該当しない

OA機器 有り Jl!..:遡の上に置かιておりs蓬王監止t昔青が主ιてい往い レ該当する

④家具屋什器 サバが床に固定されていない ×該当しない

れ/台が床に国定されていない ×該当しない

刊がW 台!、固定宣込工い主い レ該当する

ロッカー・下駄箱 有り 床に固定されていない ×該当しない

上に物が置かれている レ該当する

l避難通路に設置されている ×該当しない

照明器具(在来天井) 有り 1A':1ボルトの長さが1mι 上あL 振れ止めが無い ×該当しない

去差王壇か己昌己ιてい4 ×該当しない

空調設備 有り Jit主主は底と=i宰と主ってい昼基躍にアンカ 主払ていをい レ該当する

Zン:tJ. にあまびがあっt;;.'1鐘が盟主ι盈 ×該当しない

据付用架台が者しく鹿食している ×該当しない

受変電設備 有り 床または床と一体となっている基礎にアンカーされていない ×該当しない

Zン力ーにあ歪びがあっt;;_I;L鐘が盟主2ι盈 ×該当しない

⑤建築設備 握位罰翠含が蓋l.6庫金し工い~ ×該当しない

高架水槽 無し 床または床と 体となっている基礎にアンカ されていない 評価対象外

アンカ にあまI1が盛った'1鎧が里己n盈 評価対象外

撞i立国墾含が主主u匿金してい盈 一評価対象外

排水処理施設 無し コンヲリート壁に亀裂や顕著なひび割れがみられる 一評価対象外

プ等が臣室されていrぃ 一評価対象外

配管等 有り £主L、 ×該当しない

詮鐘楼蓋主の撞鐘音!ll二フレ圭シブル鎧圭が無い i量当.JID ×該当しない

生産機器・危険物書ンク類 有り 座主士は底と 盤と主ってい益基盤[;zン:tJ. 主払ていない ×該当しない

アンカーにあそびがあったり、錆が見られる ×該当しない

据付用架台が者しく腐食している ×該当しない

⑥生産設備
製品フック 有り 2段重ねをしていて、両者がつながれていない レ該当する

床、壁に固定されていない レ該当する

避難通蹟に避基盤の盤lまと主盈辛ヨ金製品z、:!!2.が誌管室払てい孟 レ該当する

1当'-:/2"'2 無し :!l量遡との!IR'1合い盤にフレ圭シブjレ鑑歪が無い 評価対象外

パごfプz、z空が逼上l主主込てい長 一評価対象外

確認申請図書、設計図書で確認する事項
ョ確認申請年月日(不明のときは設計年、竣工年から判断する) 冒増築の有無
E 構造形式(鉄骨造、鉄筋コンクリート造、鉄骨鉄筋コンクリート造) 司7リーアヴセスフロアーの耐震仕様

図1 施設の簡易防災診断チェツクシート 一入力例一
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用語解説
①立地

②構造
@ピロティー
上階に壁があるのに1階が駐車場などになっており壁がなく柱梁のみになるような構造形式とする。
チェツクシート」三重畳

③仕上げ材
・在来天井
在来工法による天井。在来工法には木製下地のものと軽量鉄骨下地のものがあるが、ここでは軽量鉄骨下地の
ものを対象とする。一般的に、軽量の鋼材で組まれた格子状の骨組みを、吊りボルトを用いてコンクリート床など
チェックシートに震る

-システム天井
天井と照、明、空調などが一体となったもの。 1970年代初頭に登場し、超高層ビノレなどで普及した。
チェツクシートに震る

-振止め補強
下図の「耐震ブレース」や「水平振止め」の総称。
天井下地の耐震ブレースは、一定平米毎にXY方向に一対の耐震ブレースを原則としてrv字」にバランス良く設
置する。天井ふところ高さが1500mm以上の場合は、 XY方向に水平の振止め材を設けるとともに、在来天井では
25 rri'ごとに、システム天井では18rri'ごとにXY方向に一対の耐震ブレースを上下2段にIV字|に設置するの
チヱツクシートに震る

天井ふところ

。フリーアクセスフロア
電算機器などのレイアワトの自由さを保つように床下に配線スペースを可能にした二重床。
チェツクシートに震る

フロアパネル

支柱

図2 専門用語解説の例
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該当例
①立地

②構造
.ALCパネノレの該当例
角の部分が欠けている例(左)
チェツクシートに震る

面外にせり出している例(右)

写真3.4 ALCノfネJL，ω限島郡が!UJ 写真15 f山台市荒会の会ill.ALC パネルヲ;]:ii Y~

ている カ向ずれ {:Ijしている

モルタルのひび割れ モルタノレの浮き
タイルの割れ タイルの剥落

チェツクシートに震る

図3 調査項目の説明図、写真等の例
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建物名称
調査日時
調査者

種別

①立地

②構造

③仕上げ材

④家具園什器

⑤建築設備

⑥生産設備

総合評価

簡易地震防災診断結果

①立地

⑥生産設備 ②構造

⑤建築設備 ③仕上げ材

④家具幽什器

000工場

2009年2月20日

0000 

評価 コメント

2 普通
地盤沈下の恐れがある
浸水の恐れがある

劣る 相当な被害となる可能性がある

在来天井が落下する恐れがある

劣る
間仕切壁が外れる恐れがある
窓ガラスが割れて飛散する恐れがある
タイルやモルタルが脱落する恐れがある
種み重ねている戸棚等が移動、落下する恐れがある
戸棚等が移動、転倒する恐れがある

劣る OA機器が移動、落下する恐れがある
TVが飛び出す恐れがある
ロッカー固下駄箱の上のものが移動、落下する恐れがある

3 優れて
いる

空調設備が移動又は転倒する恐れがある

積み重ねている製品フックが移動・落下する恐れがある
2 普通 製品ラックが移動、転倒する恐れがある

製品ラックが避難の妨げとなる恐れがある

C 
大きな被害を生じる恐れがある
事業継続が困難と思われる

図4 施設の簡易防災診断チェツクシート 評価結果例一
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